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近
代
資
本
主
義
組
済
竺
一
つ
申
側
面

第
五
十
七
脅

五
P耳

第
六
挽

凹
F、

スす績接に性
4

理合算計の

〆
て

伊牢酔官詐惜品附町?~:同
EE
但己喜門台戸

EE一
;
と
い
ふ
言
葉
は
資
害
伊
に
ド
さ
ま
ざ
ま
の
揚
合
に
用
ひ
ら
れ
る
。
七
i

か酌

tし此
の
言
葉
の
脊
宥
岬
昧
の
焦
酷
貼
問
は
如
何
友
る
鞘
に

u

あ
吉
で
あ
ら
号
?
'
か
か
o

立
入
つ
た
語
顎
v源侭的注主内穿牙霊山鰻警韓堂串やi
哲
閉
皐
畢
詰
的
友
分
析
は
私
白
2山能同力の
MAA
ぷ
と
己
ろ
で
は
友
い
e

岬
然
剖
し
、
色
々
士
什
考
有
へ
合
せ
一
欄叩

て
見
る
と
、
「
捨
一
理
岨
.
推
笠
迅
論
酢
民b伸基詰君.づづく」守昌弘
S
E
E
Mロ
巴
と
い
ふ
賠
に
此
D
言
葉
の
意
味
の
焦
耕
一
炉
問
か
れ
て
ゐ
る
や
う
忙
忠
酔極

ほ
れ
る
ロ
例
へ
ば
或
る
一
定
白
原
則
が
あ
り
、
此
白
原
則
が
色
々
心
個
別
的
場
合
に
瞳
系
的
に
貫
徹
さ
れ
る
場
合
、
再
々
は
合
理
的
醐

で
あ
る
と
い
ふ
。
ま
た
合
棚
計
十
一
義
と
い
ふ
言
葉
は
屡
々
側
一
統
主
義
に
封
立
す
る
も
の
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
。
明
か
に
此
等
白
場
合
に
蹴「

』

あ
っ
て
は
、
「
合
理
的
」
と
い
ふ
言
葉
白
意
味
の
焦
鮪
は
「
推
理
に
基
く
」
と
い
ふ
結
に
あ
る
と
見
る
と
と
が
出
来
上
う
。
語
源
的
繍

に
、
或
は
哲
開
高
に
見
た
場
合
、
ふ
う
い
ふ
解
樺
が
と
己
ま
で
詐
さ
れ
る
か
、
そ
の
吟
味
は
暫
く
措
い
て
、
と
こ
で
は
、
「
合
理
的
」
1

臓
制

腕
で

と

い

ふ

言

葉

を

上

記

の

や

う

に

理

解

し

て

壇

き

度

い

。

次

白

誌
も

さ
て
次
に
「
恥
月
中

-r毅
一
昨
」
宮
古
亘
書
m
n
r
と

い

ふ

言

葉

で

あ

る

。

一

一

一

山

稿
こ

本
企

*
 

近
代
資
本
主
義
経
済
の
二
つ
の
側
面

ー
|
計
算
合
理
性
と
替
利
合
理
性

1
l

、

青

山

秀

夫

文
化
科
壌
に
と
っ
て
特
徴
的
危
因
果
蹄
属
は
動
機
づ
け
と
い

ふ
と
と
で
あ
る
が
、
此
白
用
語
の
概
念
規
定
に
常
っ
て
も
、
暫
く
、
比
の
立
易
か
ら
考
察
を
進
め
た
い
。
さ
て
「
資
本
」
と
い
ム
言

葉
の
日
常
用
語
法
に
於
け
る
意
味
内
容
は
可
成
b
明
瞭
で
あ
る
。

日
常
的
に
は
、

資
本
は
皆
利
資
本
開
門
司
q
g
r
P
1
z
-
4
E意
味
す



る
。
郎
ち
、
何
百
高
閣
と
か
、
何
千
寓
固
と
か
云
は
れ
る
や
う
在
貨
幣
額
で
あ
り
、
然
も
そ
O
慣
値
増
加
を
目
指
し
て
運
用
さ
れ
る

そ
E
で
五
口
々
は
此
の
鮪
に
注
目
し
て
、
「
資
本
主
義
的
」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
現
象
の
背
後
に
如
何

2
意
味

♂
聯
閥
が
あ
る
か
、
を
明
か
に
す
る
と
と
が
出
来
る
。
貨
幣
形
態
で
評
慣
さ
れ
た
慣
値
締
額
の
増
加
と
い
ふ
と
と
、
換
言
す
れ
ば
替
利

目
的
と
貨
幣
討
算
と
の
結
合
と
い
ふ
己
と
、
と
れ
が
「
資
本
主
義
的
」
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
現
象
の
背
後
に
あ
る
意
味
聯
関
で

あ
る
。
先
づ
か
う
考
へ
た
い
。
勿
論
か
う
い
ふ
意
味
聯
闘
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
行
痛
や
現
象
白
凡
で
が
「
資
本
主
義
刷
」
で
あ
る
わ
け

で
は
恐
い
。
第
一
。
例
へ
ば
、
利
子
衣
食
者
は
家
計
に
於
け
る
消
費
目
的
の
た
め
に
慎
値
増
加
を
は
か
る
が
、
か
う
い
ふ
消
費
目
的

貨
幣
額
で
あ
る
。

の
た
め
の
家
産
の
管
理
を
資
本
主
義
的
と
呼
ぴ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
消
費
目
的
の
た
め
の
家
産
の
管
理
ま
で
も
資
本
主
義
的
と
呼
ぶ

己
と
と
す
る
と
、
資
本
主
義
的
と
呼
引
得
る
事
態
の
範
囲
が
徐
り
に
も
炭
く
た
り
、
概
念
規
定
が
合
目
的
的
で
た
く
た
る
恐
れ
が
あ

る
。
従
っ
て
、
資
本
主
義
的
と
い
ふ
言
葉
の
使
用
は
、
債
値
増
加
が
家
計
の
消
費
目
的
D
た
め
に
で
は
な
く
、
た
だ
新
し
い
財
底
分

確
白
獲
得
一
の
た
め
に
た
さ
れ
る
場
合
だ
け
に
限
定
し
た
け
れ
ぽ
た
ら
ね
。
第
一
一
。
資
本
主
義
的
行
腐
の
主
瞳
は
通
常
資
本
家
と
呼
ば

れ
る
が
、
資
本
家
は
勿
論
、
自
己
白
計
算
に
於
て
、
資
本
白
債
値
増
加
を
は
か
る
も
白
で
あ
り
、
他
人
目
計
算
忙
於
て
資
本
の
債
値
増

加
に
従
事
ず
る
も
白
は
資
本
家
と
は
呼
ば
れ
た
い
。
と
こ
ろ
で
今
吾
々
が
資
本
家
と
呼
ぶ
も
白
は
、
一
一
暦
遡
確
に
云
へ
ば
、
財
産
の
主

慢
と
し
て
替
制
目
的
に
基
づ
い
て
自
己
の
計
算
に
於
て
そ
の
資
本
債
値
白
増
加
を
は
か
る
も
の
に
他
友
ら
た
い
。
従
っ
て
そ
れ
は
、

一
屠
趨
切
に
は
、
企
業
と
呼
ぽ
る
べ
き
で
あ
る
。
ー
ト
「
資
本
主
義
的
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
内
容
は
以
上
で
明
か
と
左
っ
た
。
邸
ち
.

全
議
が
借
利
目
的
か
ら
自
己
白
計
算
に
於
て
資
本
の
増
殖
を
は
か
る
揚
合
が
「
資
本
主
義
的
」
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
か
う
い
ふ
概
念

規
定
に
従
ふ
限
り
枇
品
開
経
消
が
部
介
的
に
資
本
主
義
的
『
構
成
さ
れ
る
場
合
も
可
能
で
あ
る
。
今
奥
へ
ら
れ
た
一
粧
舎
経
済
に
於
て
、

此
の
意
味
の
企
業
に
よ
っ
て
財
貨
の
調
達
が
行
は
れ
る
限
り
、
モ
心
社
合
経
消
は
、
そ
の
限
り
に
於
己
、
資
本
主
義
的
で
あ
る
。
古

第
五
十
七
巻

近
代
資
本
主
義
経
加
問
自
二
つ
の
側
面

五
四
三

第
六
披

四
ブし



定
代
斐
本
主
籍
組
商
品
二
つ
の
一
一
側
面

第
五
十
七
巻

告書
プミ

説

五
O 

主
回
目

代
宇
中
世
で
は
‘
近
代
の
西
洋
に
於
け
る
や
う
に
費
本
主
義
経
掛
が
支
配
的
歴
倒
的
で
は
一
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
然
し
祉
舎
経
済
白

構
成
要
素
と
し
て
此
の
意
味
D
資
本
主
義
経
済
が
存
在
し
た
と
云
ム
ど
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

い
ふ
ま
で
も
な
く
、
通
常
「
資
本
主
義
」
と
い
ム
揚
合
、
問
題
た
の
は
、
軍
左
る
行
鋳
白
様
式
で
は
た
い
。
卸
ち
、
如
何
た
る
様

式
。
経
済
行
矯
に
よ
っ
て
人
問
。
集
閣
の
欲
望
充
足
が
準
備
せ
ら
ふ
れ
る
か
と
い
ふ
己
と
で
は
た
ノ
ヘ
寧
b
、
此
の
行
矯
D
品
悼
式
を
制

約
す
る
制
度
が
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
時
々
の
時
代
の
祉
合
経
済
を
部
分
的
に
構
成
す
る
要
素
と
し
て
の
資
本
主
義
経
祷
で
は
な

く
、
近
代
の
珂
洋
(
或
る
程
度
ま
で
苦
闘
)
の
粧
品
開
生
活
に
於
て
膝
倒
的
意
義
を
も
っ
た
、
謂
は
ぽ
時
代
特
徴
と
し
て
白
資
本
主
義
経
消

か
う
い
ふ
立
揚
か
ら
見
る
左
ら
ぽ
、
確
か
ピ
上
に
綾
べ
た
ゃ
う
伝
資
本
主
義
A
U

定
義
は
無
意
義
に
見
え
よ
う
。

「
資
本
主
義
」
と
し
で
問
題
在
の
が
、
制
度
で
あ
り
、
然
も
時
代
特
徴
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
ム
己
と
を

が
問
題
で
あ
る
。

勿
論
卦
々
泡
雄
も
、

否
定
す
る
わ
け
で
は
友
い
ロ
然

L
、
先
づ
第
一
に
、
制
度
(
或
は
一
層
一
般
的
に
云
っ
て

2
5『
E
E
E
4
の
特
徴
は
、

主
義
の
立
揚
に
立
っ
て
、
そ
E
で
は
諸
個
人
は
行
規
の
動
機
と
し
て
ど
う
い
ふ
意
味
聯
闘
を
持
っ
か
、
ま
た
そ
れ
に
よ
っ
て
行
矯
白

方
法
的
個
人

一
J

一
居
遁
確
に
把
握
さ
れ
る
。
吾
々
は
此
の
理
解
的

説
明
と
い
ふ
謂
は
ほ
文
化
科
撃
の
特
構
を
行
使
す
る
た
め
に
資
本
主
義
的
現
象
特
有
の
意
味
聯
闘
を
考
へ
た
白
で
あ
り
、
制
度
の
も

経
過
が
ど
う
規
定
さ
れ
る
か
、
と
い
ふ
E
と
に
ま
で
立
入
つ
T
観
察
す
る
揚
合
、

ワ
意
義
を
騨
鵡
し
土
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
古
代
・
中
世
・
近
代
に
於
け
る
諸
々
の
制
度
白
も
つ
意
義
は
、
そ
れ
が
か
う
い
ふ
行

矯
様
式
に
封
し
て
如
何
在
る
程
度
ま
で
助
長
的
乃
至
阻
止
的
で
あ
る
か
白
観
賦
か
ら
、
明
は
ば
遁
合
的
関
係
k
p〔

E
A
E
E
r
o
N山内

E
P同

白
翻
結
か
ら
、
経
済
枇
舎
率
的
北
分
析
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
此
の
翻
鮪
か
ら
D
分
析
を
放
果
的
た
ら
し
め
る
賄
に
以
上
白
概
念
規
定

の
存
在
理
由
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
|
|
吠
に
ま
た
、
「
資
本
主
義
」
と
い
ふ
場
合
、
問
題
左
D
は
成
程
時
代
特
徴
と
し
て
の
資
本
主

義
経
捕
、
謂
は
ば
近
代
資
本
主
義
経
済
で
あ
ら
う
。
然
し
、
特
徴
は
何
ら
か
の
他
の
者
と
の
比
較
を
ま
っ
て
始
め
て
明
か
に
さ
れ
、

f 



更
に
比
較
を
有
設
に
行
ふ
た
め
に
は
何
ら
か
の
共
通
の
要
素
を
比
較
の
地
盤
と
し
て
利
用
し
在
け
れ
ば
た
ら
ぬ
e

若
し
か
う
い
ふ
比

較
の
共
通
的
地
盤
の
用
意
を
扶
ぐ
た
ち
ば
、
モ
白
比
較
は
単
に
外
面
的
に
過
ぎ
む
も
D
v
と
た
り
、
何
ら
閥
系
的
在
性
質
を
も
ち
得
た

い
か
ら
で
あ
る
。
と
己
ろ
で
吾
々
は
先
に
、
謂
は
ぽ
要
素
と
し
て
の
資
本
主
義
経
済
の
概
念
を
考
へ
た
が
、
此
の
概
念
の
一
も
つ
方
法

的
意
義
は
恰
も
此
の
黙
に
求
め
ら
れ
る
。
吾
々
が
考
へ
た
資
本
主
義
経
済
は
謂
は
ば
超
歴
史
的
範
醇
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
時
代
特
徴

と
し
て
の
近
代
資
本
主
義
粧
済
白
特
徴
的
性
格
を
一
居
内
商
的
に
、

一
回
庸
慌
系
的
に
、

一
居
的
確
に
把
握
せ
ん
が
た
め
の
も
の
に
他

た
ら
左
い
白
で
あ
る
。

此
D
や
ろ
た
翻
黙
に
立
っ
と
と
に
よ
っ
て
マ
ッ

J
ス
・
ウ
エ

1
パ
ー
は
、
特
に
例
へ
ば
ヨ
司
王

ωngpCEcao]]詰
F
N
F
3
2
9自
}

に
示
し
た
如
昔
、
豊
宮
多
彩
に
し
て
然
も
包
括
的
・
偲
系
的
・
理
論
的
在
る
近
代
資
本
主
義
経
消
の
分
析
を
D
E
ず
己
と
が
出
来

た
。
今
吾
々
は
此
の
ウ
エ

1
メ

1
の
分
析
を
一
際
既
知
む
も
の
と
し
て
議
論
主
治
め
た
い
。
ウ
且

1
パ
ー
は
上
記
白
如
く
、
要
素
と

し
だ
の
「
資
本
主
義
経
済
」
を
脅
利
的
費
本
計
算
に
よ
っ
て
定
義
し
、
時
代
特
徴
と
し
て
の
近
代
安
本
主
義
経
済
白
特
徴
を
先
づ
此

。
資
本
計
算
の
高
度
白
合
理
性
(
被
白
官
棄
で
は

P
5
0
Z
E
E
吉
田
町

0
5
&
E
F
C
S
E
悶:】
2
F宝
巴
誌
の

E
E巴
忙
求
め
、
弐
忙

E
れ
と
近
代
駐
舎
の
諸
々
白
一
特
徴
と
の
趨
合
的
関
係
主
筑
明
し
、
か
く
て
高
度
合
理
的
資
本
計
算
在
中
心
に
、
歴
史
的
個
性
と
し
て

の
近
代
資
本
主
義
枇
舎
の
構
迭
を
統
一
的
関
聯
の
下
に
分
析
し
た
が
、
今
吾
々
に
と
っ
て
問
題
た
白
は
此
の
近
代
資
本
主
義
の
合
理

、

思
ム
。

性
で
島
る
。
ウ

Z
1
パ
ー
の
此
白
卓
施
し
た
分
析
か
ら
間
愛
し
た
が
ら
、
と
と
に
此
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
忠
紫
を
試
み
よ
う
と

ウエ
I
バ
1

D
近
代
費
本
主
義
鯉
務
自
分
析
は
拙
楠
「
近
代
間
民
経
済
白
棚
橋
性
」
(
日
本
経
済
摩
曾
年
報
第
一
一
一
輯
)
托
於
で
或
る
程
度
ま
で
主
入
ワ

て
論
評
さ
れ
る
は
ず
で
る
る
。
本
稿
で
の
議
論
は
可
成
り
省
略
的
、
と
な
る
k
思
ふ
が
、
此
の
貼
拍
車
品
榔
諒
承
願
ひ
度
い
e

近
代
資
本
主
義
経
椀
白
二
つ
の
側
面
f

第
五

f
七
巻

王
四
五

第
六
説

五



近
代
費
本
主
義
経
済
白
二
つ
白
側
面

五
四
六

第
五
十

t
巷

第
六
腕

五

屡
々
設
か
れ
る
や
う
に
、
近
代
資
本
主
義
の
一
つ
の
重
要
た
特
徴
は
合
理
主
義
忙
あ
る
。
上
に
銭
ベ
た
遇
り
、
要
素
と
し
て
の
資

℃
成
行
を
諌
想
し
、

止七
の
諜
想
陀

基
ν、
て
そ
の
目
的
を
最
も
有
数
陀

達
成
し
4唱
る
や
う
白
分。
行
軍事
を

基
寸
る
と
昔

i日b
D 

fr 
爆

かうい...、用語を遺ワて見たが、一層適常な表現があれば代「たいと恩点、③

本
主
義
的
行
矯
、
即
ち
替
利
的
企
業
活
動
は
替
利
主
義
と
貨
幣
計
算
と
の
結
合
の
所
産
で
あ
り
、
夫
自
開
多
か
れ
少
か
れ
打
算
的
で

あ
る
。
然
し
近
代
資
本
主
義
経
怖
に
於
て
は
此
の
打
算
が
徹
底
的
に
然
も
康
汎
に
行
は
れ
る
。
此
白
意
味
に
於
て
資
本
計
算
白
高
度

合
理
性
は
、
ウ
品

1
バ
ー
が
詳
細
に
分
析
し
た
や
う
に
、
確
か
に
近
代
資
本
主
義
経
済
白
中
心
的
特
徴
と
君
倣
す
己
と
が
で
き
る
。

然
し
、
資
本
主
義
経
怖
の
合
理
性
と
。
一
括
さ
れ
る
も
の
の
内
本
は
、
立
入
つ
で
観
察
す
る
と
、
相
営
複
雑
で
あ
る
o

そ
の
内
容
は
様

々
の
腕
聴
か
ら
分
析
さ
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
然
し
、
近
代
国
家
と
近
代
資
本
主
義
経
済
乃
至
流
通
経
済
と
の
開
係
と
か
、
近
代
岡
氏

経
済
に
於
け
る
近
代
岡
家
白
経
済
統
制
の
一
問
題
と
か
、
い
ふ
如
昔
硯
貼
か
ら
見
る
と
す
れ
ば
、
己
れ
を
計
算
合
理
性
司

2
5
E宮』

田
昌
ωH同

o
P
K
O
B
-日
耳
打
と
営
利
合
理
性

24司君
Z
E
U呂
向
。
同
旦

E
E
E暑
と
の
二
両
に
分
っ
て
観
察
す
る
白
が
有
放
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
計
算
合
理
性
と
は
何
か
、
ま
た
町
営
利
合
理
性
と
は
何
か
、
此
の
瓢
に
つ
い
て
説
明
を
加
へ
ょ
う
。

既
一
辿
の
如

ω、
「
合
理
的
」
と
い
ふ
と
と
は
「
推
理
に
基
く
」
と
い
ふ
己
と
で
あ
る
。
勿
論
此
D
推
理
は
一
定
。
目
的
意
識
的
行

一
定
の
車
数
若
く
は
極
数
の
目
的
が
興
へ
ら
れ
た
揚
合
、
他
人
D
行
動
や
外
岡
件
。
事
物
の
動
き
に
つ
い

潟
の
た
め
の
推
理
で
あ
る
。

は
計
算
合
理
的
で
あ
る
と
い
ふ
。
ま
た
、
計
重
が
周
到
に
編
制
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
程
、
計
算
合
理
性
は
高
い
と
見
ら
れ
る
。
勿
論
、

例
へ
ば
中
間
畢
生
が
事
期
試
験
や
鳳
十
年
試
験
の
前
に
作
製
す
る
、

睡
眠
時
聞
が
無
ぐ
た
っ
て
し
ま
ム
や
ろ
た
試
験
準
備
計
世
間
四
ゃ
う

に
、
計
書
は
一
見
極
め
て
周
到
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
寅
、
賓
現
不
可
能
友
場
合
も
あ
り
得
る
。
然
し
、
此
の
や
う
た
揚
合
に
は

計
算
合
理
的
と
は
云
は
友
い
。
と
と
る
で
、
主
観
的
計
書
の
内
容
が
如
何
に
周
到
で
あ
ら
う
と
も
、
そ
れ
が
ど
E
ま
で
賓
現
可
能
で



あ
る
か
は
、
客
観
的
保
件
に
も
依
存
す
る
。
制
度
が
計
萱
の
周
到
な
編
成
を
可
能
な
ら
し
め
、
更
に
そ
の
計
護
を
貸
視
し
易
か
ら
し

め
Z
(或
は
計
書
主
現
貿
易
』
旧
聞
き
を
出
掠
る
だ
け
小
苫
E
す
る
)
揚
合
、
此
の
制
度
は
計
算
合
理
的
で
あ
る
と
い
ひ
、
此
の
観
難
か
ら
制
度

の
計
算
合
理
性
の
程
度
を
は
か
る
と
と
と
す
る
。
(
こ
と
ι
制
度
と
い
ふ
言
葉
は
、
極
品
で
大
ま
か
に
、
行
鍔
E
制
約
す
る
客
観
的
傑
件
と
い
ふ

ほ
E
P
意
障
に
用
ひ
る
)
。
勿
論
客
観
的
保
件
が
計
算
合
理
的
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
行
居
摘
も
亦
計
算
合
理
的
た
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
師

ち
、
制
度
白
計
算
合
理
性
ほ
行
矯
が
計
算
合
理
的
た
り
得
る
チ
ヤ

y
z
と
も
云
ひ
得
る
。

計
算
合
理
的
と
い
ふ
揚
合
に
は
、
推
理
が
ど
う
い
ふ
目
的
乃
至
筒
動
か
ら
行
は
れ
る
か
と
い
ふ
と
と
は
ど
う
で
も
上
い
。
た
だ
推

理
が
大
規
模
に
旦
徹
底
的
に
行
は
れ
れ
ば
行
は
れ
る
ほ
ど
、
合
理
的
で
あ
る
ん
い
ふ
に
止
ま
る
。
計
算
合
理
性
比
謂
は
ぽ
推
理
白
斑

さ
と
深
さ
と
白
う
ち
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
、
推
理
は
ま
光
特
定
白
目
的
の
た
め
に
行
は
れ
る
。
従
っ
て
此

D
H
的
乃
至
原
理

が
E
E
ま
で
徹
底
的
R

鱒
系
的
・
包
括
的
に
追
求
さ
れ
る
か
の
程
度
に
よ
っ
て
合
理
性
の
程
度
が
測
ら
れ
得
る
わ
け
で
あ
る
。
か
う

い
ム
目
的
乃
至
原
理
と
じ
て
営
面
の
問
題
に
と
っ
て
差
首
り
重
要
た
の
は
、
管
利
目
的
乃
至
帯
利
主
義
で
あ
る
、
従
っ
て
五
日
々
は
、

或
る
行
矯
が

E
と
ま
で
幣
利
目
的
に
忠
賢
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
行
筋
の
管
利
合
理
性
を
測
り
、
ま
た
或
る
制
度
が
替
利
目
的
の
追
求

忙
野

ιて
E
E
ま
で
好
都
合
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
制
度
目
替
利
合
理
性
を
測
る
と
と
と
す
る
。

一
方
は
目
的
乃
至
衛
力
に
拘
り
左
く
、
推
視
の
炭
さ

ム
」
深
さ
と
の
み
に
闘
し
、
他
方
は
此
の
推
理
主
方
向
付
け
る
特
定
の
原
理
に
闘
や
る
。
然
し
此
の
二
つ
の
も
の
の
毘
別
は
現
貨
に
は

計
算
合
理
性
冒
と
替
利
合
理
性
と
白
概
念
上
白
匝
別
は
上
記
D
遇
り
で
あ
る
。

著
し
〈
困
難
で
る

F

る
。
雨
者
は
互
に
助
長
し
合
ふ
か
ら
で
あ
る
。
計
算
が
周
到
庚
汎
忙
行
は
れ
れ
ば
行
は
れ
る
程
、

利
目
的
自
追
求
に
と
っ
て
好
都
合
で
あ
ち
ろ
。
帥
ち
、
計
算
合
理
性
の
高
度
化
に
よ
っ
て
管
利
合
理
性
も
亦
高
度
化
し
得
る
。
逆
に

一
般
忙
は
、
皆

ま
た
、
替
利
目
的
自
遁
求
が
徹
底
的
に
た
れ
ば
た
る
程
、
計
算
の
要
求
も
強
ま
る
と
思
は
れ
る
。
換
言
す
れ
ぽ
、
替
利
合
理
性
白
高

近
代
費
本
主
義
韓
関
白
ご
っ
の
側
面

第
五
十
七
巻

王
四
七

第
六
掠

豆ζ



K
 

億
六
韓

ヨ王

四

近
刊
資
本
主
義
経
済
の
こ
つ
の
側
面

第
五
十
七
巻

五
凶
八

い
と
と
は
計
算
合
理
性
の
高
い
と
と
に
針
す
る
有
力
在
る
槙
粁
た
り
得
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
か

f
の
如
〈
雨
者
は
互
に
助
長
し
合
ふ

も
白
で
あ
り
、
そ
の
限
り
作
於
て
互
忙
絡
み
一
合
ふ
と
と
が
問
来
る
。
資
際
近
代
資
本
主
義
摂
怖
は
此
の
一
二
つ
の
合
理
性
の
複
雑
た
絡

み
合
ひ
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
然
し
、
此
の
一
一
つ
の
も
の
は
、
或
る
程
度
ま
で
互
に
分
離
し
得
ら
れ
る
。
営
面
白
問
題
に
と
っ

て
は
と
の
と
と
が
重
要
で
あ
る
か
ら
、
次
比
己
れ
を
詳
論
し
よ
う
。

い
ま
、
祉
曾
根
怖
が
自
己
の
意
思
陀
従
っ
て
行
動
す
る
多
数
の
個
別
経
済
よ
り
複
合
さ
れ
、
更
陀
此
等
白
個
別
経
済
が
互
に
利
徒

主
求
め
つ
つ
交
換
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
る
揚
合
、
か
ろ
い
ふ
社
合
経
済
白
仕
組
を
稀
し
て
流
通
経
済
と
呼
ぶ
E
と
と
す
る
。
近
代
資

本
主
義
経
済
は
い
ふ
d

ま
で
も
な
く
此
の
意
味
の
流
遇
経
済
、
然
も
貨
幣
的
に
じ
て

E
貸
努
働
制
民
立
脚
す
る
と
と
ろ
の
流
通
経
済
を

基
礎
と
す
る
。
此
の
流
通
経
済
は
個
別
経
済
の
自
律
的
行
動
を
容
す
こ
と
に
上
っ
て
骨
利
目
的
の
遁
求
を
可
能
友
ん
し
め
る
の
み

で
た
〈
、
ま
た
企
業
の
替
利
活
動
を
様
々
の
鮪
で
好
都
合
左
ち
し
め
て
ゐ
る
(
特
に
貨
幣
の
使
用
並
び
に
質
勢
働
制
)
。
勿
論
、
此
等
の
制

度
は
一
一
山
に
於
て
計
算
合
別
的
で
あ
る
が
、
然
し
他
面
に
於
て
著
し
〈
替
利
合
理
的
で
あ
Z
と
と
は
何
人
も
否
定
し
得
左
い
。

近
代
資
本
主
義
経
済
は
か
く
の
如
く
流
通
純
情
に
立
脚
し
、
此
の
限
り
に
於
て
著
し
〈
替
利
合
理
的
色
彩
を
も
っ
て
ゐ
る
が
、
弐

に
ー
も
近
代
資
本
主
義
経
済
の
今
一
つ
白
特
徴
た
る
大
規
模
経
替
を
と
っ
て
見
ょ
う
。
後
陀
今
少
し
立
入
っ
て
詳
論
す
る
つ
も
り
で
あ

る
が
、
大
規
模
経
替
が
一
貫
し
た
脈
絡
主
以
て
規
律
疋
し
く
、
調
は
ば
合
理
的
に
行
は
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
と
が
、
近
代
資
本
主
義

経
済
の
一
つ
の
重
要
注
特
徴
で
あ
る
。
勿
論
、
大
規
模
経
皆
は
替
利
目
的
の
追
求
に
ム
」
っ
て
好
都
合
宏
事
情
で
あ
る
。
然
己
、
普
利

目
的
川
引
退
求
な
昔
と
己
ろ
大
規
模
の
合
理
的
経
替
は
存
し
符
な
い
か
と
い
ふ
に
、
さ
う
で
は
た
い
。
勿
論
替
利
目
的
陀
基
か
宇
と
も

犬
規
模
の
合
理
的
経
替
は
可
能
で
あ
る
。
例
へ
ば
岡
家
的
要
請
に
際
ム
ペ
〈
大
規
模
の
合
理
的
経
替
が
行
は
れ
得
る
し
、
現
に
ま
た

行
ほ
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
近
代
資
本
主
義
経
済
に
於
け
る
合
理
的
経
替
は
、
そ
の
い
計
卦
宜
的
運
替
の
成
さ
と
深
さ
と
に
於
で
、
近
代

此の貼については前掲拙稿で立入って論巴てゐる。2) 



資
本
主
義
経
済
の
計
算
合
理
性
の
側
面
を
純
粋
に
示
し
て
ゐ
る
と
云
へ
る
。

一
歩
立
入
っ
て
絞
べ
よ
う
。
今
勘
家
目
的
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
経
験
科
準
的
意
義
は
如
何
な
る
も
白
か
、
ま
た
そ
の
具
閥
的
現
賓

的
内
容
は
如
何
な
る
も
白
か

此
等
の
轄
に
立
λ
る
と
と
た
く
、

と
れ
を
既
知
な
る
も
の
と
し
て
取
扱
は
ろ
。

(
此
の
貼
に
つ
い
て
は

例
へ
ば
、
高
間
博
士
「
岡
家
主
経
静
生
活
」
本
誌
昭
和
十
八
年
六
月
に
於
け
る
す
「
れ
た
分
析
を
見
よ
)
。
さ
て
一
定
の
闘
家
目
的
が
奥
へ
ら
れ
た

揚
合
、
吾
々
は
屡
々
、
此
の
園
家
目
的
が
経
桝
の
欣
態

K
E
E
ま
で
質
現
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
問
閣
と
し
、
図
案
目
的
自
質
現
の
程
度
、

K
I
っ
て
そ
白
経
済
の
赦
態
の
も
つ
合
理
性
の
程
度
量
是
非
す
る
己
と
が
出
来
る
。
:
今
、
此
の
意
味
白
合
理
性
、
即
ち
、

家
目
的
が
経
済
の
欣
態
に
賓
現
さ
れ
て
ゐ
る
程
度

E
、
ゥ
ェ
1
・パ

1
D
用
語
を
借
用
し
て
、
経
消
の
賀
町
的
一
片
口
明
白
官
目
ω件。口止め

E
E
E
E告
と
呼
ぶ
乙
と
と
し
よ
う
(
耳
0
0
2

・吉岡崎

MOEm
百円凶

pun-rn官
F
由
主
・
)
。
明
か
忙
一
経
済
統
制
は
、
寅
質
的
合
理
性
の

高
度
化
を
目
指
し
て
個
別
経
済
の
自
律
牲
を
制
限
す
る
己
と
で
あ
る
が
、
己
の
乙
と
か
ら
わ
か
る
や
う
に
、
貸
質
的
合
理
性
は
骨
利

一
定
D
園

合
理
性
に
封
立
し
得
る
。
岡
家
目
的
は
屡
々
替
利
目
的
、
と
相
魁
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
合
理
的
経
惜
そ
り
も
白
は
、
特
殊
の
揚
合

を
除
い
て
一
宮
へ
ば
、
園
出
掛
目
的
に
謝
し
て
、
合
目
的
的
で
あ
り
、
国
家
目
的
の
遁
求
は
多
く
り
揚
合
、
寧
る
か
ろ
い
ふ
合
理
的
経
営
を

利
用
し
つ
つ
行
は
れ
る
。
此
の
事
買
は
資
本
主
義
経
械
に
於
け
る
合
理
的
経
替
が
そ
の
時
利
合
現
性
か
ら
分
離
し
得
べ
昔
も
の
で
あ

り
、
従
っ
て
計
算
合
理
性
が
替
利
合
理
性
上
り
分
離
し
得
る
己
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

要
す
る
に
、
計
算
合
理
性
は
、
行
震
の
目
的
に
闘
f
る
E
と
た
く
、
た
だ
推
現
の
庚
さ
と
深
さ
と
の
み
陀
関
す
る
概
念
で
あ
り
、

そ
の
限
り
に
於
て
こ
れ
と
結
合
し
得
る
目
的
乃
至
原
理
は
不
定
で
あ
る
。
己
れ
に
、
封

L
て
、
替
利
合
理
性
と
か
資
質
的
合
理
性
と
か

呼
ば
れ
る
概
念
ほ
目
的
乃
至
原
則
に
智
話
を
置
く
概
念
で
お
る
。
従
っ
て
間
的
内
容
が
封
立
す
る
限
り
、
管
利
合
理
性
Lι
資
質
的
合

理
性
と
は
樹
立
し
得
為
。
然
し
計
算
合
理
性
は
此
の
何
れ
と
も
結
合
し
得
る
。

近
代
費
本
主
義
組
済
白
ニ
ヨ
白
側
面

第
五
十
七
巻

と
こ
ろ

主
代
資
本
主
義
経
済
は
骨;11

E 度
五 a と

し
て

計
算

主
四
丸

保
Fモミ

擁



第

六

灘

五

六

合
理
性
と
替
利
合
理
快
と
の
絡
み
合
ひ
と
し
て
見
ら
れ
る
が
、
然
し
そ
と
で
純
粋
に
計
算
合
理
的
た
側
面
を
取
出
す
こ
と
が
出
来

る
。
そ
れ
は
企
業
或
は
生
康
車
位
の
合
理
的
経
替
と
い
ふ
側
面
で
あ
号
。
貨
幣
的
に
し
て
貨
曲
目
働
制
に
基
く
流
渇
経
済
と
い
ふ
近
代

近
内
費
本
主
義
経
済
白
二
つ
白
側
面

品
府
軍
十
台
巻

主
主

O

資
本
主
義
経
済
白
今
一
つ
の
特
徴
は
、

一
一
聞
に
於
て
計
算
合
理
的
で
あ
る
が
、
然
し
壬
の
笹
利
合
塑
性
の
最
も
重
要
た
支
憶
と
見
ら

れ
る
。今

、
近
代
園
家
成
員
白
経
済
行
筋
の
綿
障
を
近
代
園
民
経
済
と
呼
ぼ
う
と
忠
ム
ロ
此
の
近
代
園
民
経
済
に
於
け
る
日
常
利
合
理
性
は
、

近
代
国
家
の
己
れ
に
劃
す
る
態
度
に
よ
り
、
立
入
門

J

で
云
へ
ば
、
園
際
関
係
の
緊
張
の
程
度
・
閣
内
政
治
勢
力
白
配
置
欣
況
・
統
制

技
術
の
稜
建
程
度
に
よ
り
、
様
々
の
欣
態
に
置
か
れ
得
る
が
、
と
れ
に
劃
し
て
計
算
合
理
性
は
乙
れ
を
一
貫
す
る
不
輪
出
的
な
る
特
徴

と
考
へ
ら
れ
る
。
吾
々
白
見
る
と
と
る
に
土
れ
ぽ
、
犬
量
成
員
園
開
が
上
に
定
義
じ
た
ゃ
う
注
意
味
に
於
て
計
算
合
理
的

ι、
謂
は

ば
機
構
と
し
て
、
運
替
さ
れ
る
と
い
ふ
と
と
は
、
近
代
批
合
生
活
の
一
般
的
在
る
根
本
特
徴
。
一
つ
で
る
る
が
、
此
の
概
貼
か
ら
す

れ
ば
近
代
図
民
粧
済
の
計
算
合
理
性
は
此
の
近
代
枇
舎
生
活
白
根
本
特
徴
の
或
る
特
殊
の
姿
に
他
左
ら
示
、
此
白
意
味
に
於
て
計
算

J

合
理
性
は
近
代
国
民
経
済
の
本
質
的
特
徴
(
或
は
そ
@
一
つ
)
・
ど
も
云
ふ
己
と
が
出
来
る
。
近
代
闘
民
経
済
は
、
骨
利
合
理
的
な
る

制
度
に
闘
し
て
は
様
々
の
鑓
貌
を
重
ね
る
け
れ

E
も
、
此
の
計
算
合
理
性
の
賠
忙
於
て
は
、
終
始
一
貫
、
或
る
特
徴
を
保
ち
綬
付
る

と
考
へ
ら
れ
る
。
!
と
己
ろ
で
今
、
大
量
成
員
閤
慌
の
計
算
合
理
的
運
日
常
が
近
代
枇
合
生
活
の
根
本
特
徴
を
友
す
と
云
っ
た
が
、
抑

々
そ
れ
は
如
何
在
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
か
。
勿
論
大
量
成
員
園
贈
の
計
算
合
理
的
運
替
と
云
っ
て
も
、
図
慣
に
よ
っ
て
、
夫
々

そ
の
内
容
に
荒
干
の
相
違
が
あ
る
。
此
の
相
還
を
見
る
こ
と
は
、
近
代
岡
県
経
済
の
形
態
鐙
化
の
可
能
性
を
理
解
す
ん
る
上
に
有
数
で

あ
呂
か
ら
、
以
下
か
う
い
ふ
相
違
も
顧
慮
し
た
が
ら
、
近
代
粧
台
生
活
白
根
本
特
徴
と
し
て
の
大
量
成
員
圏
障
の
合
理
的
運
替
の
内



容
を
明
か
に
し
よ
う
。
先
に
「
計
算
合
理
性
」
ム
」
呼
ん
だ
も
の
の
意
義
も
此
の
分
析
に
よ
っ
て
二
股
具
韓
的
と
た
る
で
あ
ら
う
。

以
下
に
於
て
は
闘
世
運
皆
同
機
構
が
問
題
の
中
心
と
な
る
か
ら
、
自
然
、
人
格
的
・
精
判
的
要
素
の
も
工
且
裁
は
度
外
制
さ
れ
勝
ち
と
な
ら
う
。
曲
山
一

問
題
白
限
定
に
よ
っ
て
多

t
の
重
要
な
問
題
討
議
せ
ら
れ
る
こ
主
に
な
る
。
然
し
、
そ
れ
は
人
格
的
・
精
神
的
要
素
の
意
義
を
軽
観
し
た
た
品
で
は
な

い
。
串
ろ
苦
々
は
人
格
的
・
精
神
的
要
素
由
も
つ
意
識
を
強
制
し
た
い
。
以
下
P
鋭
越
の
意
義
は
、
此
の
貼
に
つ
い
て
、
払
う
い
ふ
要
素
円
作
用
は
機

構
に
よ
っ
て
現
買
に

E
ろ
保
件
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
か
を
明
か
に
す
る
こ
k
に
あ
る
と
云
へ
土
う
c

主
口
々
の
同
殻
結
は
極
め
て
卑
近
た
事
寅
で
あ
る
。
ー
ー
近
代
圏
家
に
於
け
る
軍
人
の
活
動
が
如
何
た
る
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
官

臓
に
於
け
る
役
人
白
活
動
が
ど
の
や
う
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
ま
た
託
代
資
本
主
義
経
憐
忙
於
け
る
企
業
内
部
で
の
諸
々
の
従

業
員
の
活
動
が

E
D
や
う
に
行
は
れ
て
ゐ
る
か
J
E
れ
ら
は
誰
も
が
知
っ
て
ゐ
る
事
賢
で
あ
る
。
此
等
の
近
代
軍
・
官
公
害
・
生
産

車
位
、
一
一
暦
遇
俗
的
に
云
っ
て
、
軍
隊
・
役
所
・
合
枇
は
、
組
織
を
も
っ
た
人
聞
の
集
ま
り
と
い
ふ
意
義
で
は
園
開

2
2
E固
と
で

あ
り
、
然
も
そ
と
で
は
一
定
目
的
陀
封
し
て
活
動
が
持
績
的
に
行
は
れ
る
と
い
ム
意
味
に
於
て
は
、
逗
替
闇
鴨
乃
至
蓮
替
で
あ
お
。

吾
々
は
今
此
等
の
軍
隊
・
役
所
・
曾
祉
の
三
つ
の
建
替
閣
植
を
思
ひ
?
に
べ
よ
う
。
い
ム
ま
で
も
左
く
、
古
代
及
び
中
世
に
於
て
も
此

等
三
つ
白
運
営
関
醐
聞
に
叫
制
限
す
る
と
己
ろ
の
も
の
が
存
し
た
。
軍
隊
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
騎
士
軍
隊
キ
傭
兵
軍
隊
が
あ
っ
た
。
ま
た

或
は
、
践
及
h
T
支
那
の
や
う
た
「
王
権
制
度
」
(
高
田
博
士
)
白
下
で

行
政
司
法
は
、
古
代
や
中
世
で
は
、
或
は
封
建
諸
侯

K
よ
り
、

は
、
王
の
家
臣
た
る
文
官
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
か
。
最
後
に
ま
た
、
経
桝
白
領
域
に
於
て
、
原
始
的
な
家
共
同
枇
合
、
奴
隷
陀
基
く

オ
イ
コ
ス
と
か
隷
農
に
立
脚
す
る
挺
園
と
か
の
封
鎖
的
家
島
経
済
、
農
業
手
工
業
の
領
域
に
於
て
現
在
も
向
残
存
す
る
「
家
業
」
な

E

が
占
代
や
中
世
陀
於
て
見
ら
れ
た
己
と
は
い
ふ
ま
で
も
た
い
。
い
ま
と
れ
ら
の
古
代
キ
中
世
友
ど
の
も
の
を
比
絞
り
相
手
と
し
て
思

ぴ
泥
ペ
-
な
が
ら
、
先
に
列
摩
し
た
三
つ
の
近
代
的
建
替
圏
艦
、
軍
隊
・
役
所
・
合
枇
を
考
へ
よ
ろ
。
吾
々
は
そ
と
に
、
己
れ
ら
D
三

つ
白
蓮
管
園
憶
に
共
通
す
る
近
代
的
特
徴
を
見
出
す
ζ

、
と
が
で
昔
る
。

近
代
費
本
主
着
陸
梼
白
こ
っ
白
側
面

第
五
十
七
巻

王
王

停
六
観

五
七

運轡k い点、fI:~に鰻普と三去っても少 L も差支へはないョ ただ鱈替といふ言葉
を鯉済的鯉替に保留し?といた品に握替とい点、用語を用ひた。
高田博士は身、組殺を「集椴的官僚的」と「分椴的封建的」とに三分され、前
者を「王構制度」、後者在「回有白封建制度」左呼ばれてゐる， (，勢力論」新紐
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近
代
資
本
主
義
経
済
同
二
つ
の
側
面

第
五
十
七
巻

静
六
掛

互主

八

茸
五

r 

最
近
岡
家
生
滑
に
於
て
闘
防
目
的
が
支
配
的
意
義
を
も
う
や
う
に
な
っ
で
車
た
師
、

ζ
h
H
応
伴
っ
て
官
蹴
及
び
《
業
の
運
替
は
可
成
町
塑
化
を
建
げ

た
。
概
括
的
に
一
五
へ
ば
、
軍
隊
・
役
所
・
骨
祉
の
聞
の
区
別
は
漸
抗
薄
ま
る
直
で
う
に
な
っ
て
車
た
。
官
臓
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
行
政
K
F
法
の
領
域
に

於
て
は
賀
質
的
に
合
理
的
な
要
素
が
純
梓
に
形
式
合
理
的
な
要
素
に
代
替
し
つ
L

あ
る
。
(
法
由
形
式
合
理
性
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
に
於
て
ウ
エ

『
パ
ー
に
従
っ
て
論
巴
た
と
こ
ろ
を
見
ら
れ
た
い
。
)
曾
祉
に
於
て
は
、
替
利
目
的
よ
n
p
も
岡
家
目
的
が
重
要
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
従
業
員
白
勤
務

自
動
掛
と
し
て
個
人
的
制
盆
が
抑
制
さ
れ
、
国
家
へ
の
奉
仕
が
強
制
さ
れ
る
に
到
っ
た
。
助
の
醐
由
化
の
意
時
す
る
と
と
ろ
は
、
後
段
目
寵
明
か
ら
知
ら

れ
る
や
う
に
、
役
所
及
押
印
骨
枇
が
合
理
的
運
皆
と
し
て
夫
々
固
有
白
色
彩
を
失
ひ
、
草
除
却
の
合
理
的
建
替
に
接
近
ナ
る
こ
と
で
あ
h
e
閲
防
目
的
自

意
義
町
一
帯
大
と
い
ふ
こ
と
か
ら
考
へ
て
、
こ
白
と
み
」
は
常
然
と
一
耳
へ
ょ
う
。
従
っ
て
役
所
及
刊
日
合
社
が
こ
白
た
品
に
合
理
的
運
替
と
し
て
白
性
格
を
央

ふ
わ
け
で
は
な
い
@
た
だ
合
盟
的
運
笹
の
或
る
型
か
ら
仙
の
型
に
移
行
す
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
c

然
し
青
々
に
と
っ
て
は
、
可
慣
な
型
白
相
還
を
知
っ

て
置
〈
と
a
p
が
便
宜
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
λ

で
は
、
唖
円
相
惑
を
明
瞭
に
見
透
す
た
め
に
、
上
記
の
宇
う
な
最
近
目
掛
化
は
無
閉
し
て
議
論
世
話
品
た

い
。
鼎

L
、
か
う
い
ふ
礎
化
を
曜
入
れ
る
と
し
て
も
、
担
の
柑
達
計
消
え
る
だ
け
で
議
論
そ
の
も
の
に
費
化
は
な
い
。

先
づ
極
め
て
外
面
的
た
と
と
か
ら
絞
べ
よ
う
。
此
等
の
建
替
園
慣
は
著
Z
し
〈
抱
大
な
る
成
長
在
擁
し
て
ゐ
る
、
謂
は
は
大
量
成

員
圃
憶
で
あ
る
。
し
か
も
大
量
の
成
員
を
擁
す
る
に
も
拘
は
ら
守
、

国
鶴
白
運
営
は
極
め
て
秩
序
一
止
し
く
、

一
貫
し
た
脈
絡
を
以

て
、
多
か
れ
少
か
れ
、
或

Z
程
度
の
統
一
性
を
以
て
行
は
れ
て
ゐ
る
。
邸
ち
、
大
量
成
員
園
鶴
で
あ
る
に
拘
は
ち
歩
、
そ
の
運
営
が

著
し
〈
合
理
的
で
あ
る
と
い
ふ
と
L
」
が
、
と
れ
ち
三
つ
の
翠
曲
目
闇
醐
問
主
九
一
品
す
る
近
代
的
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
此
の
合
理
的
建

替
と
い
ふ
特
徴
の
共
活
性
と
近
代
牲
と
は
一
居
的
確
に
把
握
さ
れ
ね
ば
た
ち
血
。
此
の
=
一
つ
の
話
傍
闇
慨
は
勿
論
互
に
相
異
る
構
造

を
持
っ
て
ゐ
る
が
、
他
国
に
於
て
、
一
府
立
入
っ
て
槻
察
す
る
と
、
此
等
の
相
遣
に
も
拘
ち
ゃ
、
若
干
の
互
に
共
通
す
る
形
態
乃
至

梼
惑
を
有
っ
て
ゐ
る
。
此
の
相
似
の
構
造
を
明
か
に
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
此
の
相
遣
を
一
居
顕
著
左
ら
じ
め
得
る
の
み
で
な
〈
、

更
に
合
理
的
選
管
と
い
ム
上
記
の
共
通
の
近
代
的
特
徴
の
内
容
が
一
居
明
瞭
に
た
っ
て
来
ろ
が
、
此
の
賭
を
明
か
に
す
る
己
と
は
、

現
代
の
経
済
生
活
が
提
供
す
る
様
々
の
問
題
を
理
解
す
る
上
に
桜
め
て
数
果
的
で
あ
る
。
此
の
意
味
に
於
て
此
白
=
一
つ
の
閤
膿
白
漣

商事全集所収、 p.261.) Wcberに於ける (patriarchaler)PatrimoniaH抽出在

Feudal脳lnu;;との匝別は此白国別に豆島る程度まで附躍する。
ここで苦々は「接近」について詰ってゐる町である。「周一化」については膏々
は主だ何ど とも云つてはbたい。
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皆
目
合
理
性
と
い
ふ
共
通
特
徴
主
一
居
立
入
っ
て
考
察
し
よ
う
と
思
ふ
。

従
業
者
は
朝
家
を
出
て
、

一
日
勤
務
先
で
働
い
て
、
夕
方
家
に
蹄
る
。

枇
員
に
せ
よ
、
持
働
者
に
せ
よ
、

然
し
、
家
庭

(
E
H
4
F勤
務
先
(
。

F
F
E
Eロ
)
と
が
斯

現
代
経
済
生
活
白
特
徴
と
し
て
家
計
と
企
業
と
の
分
離
と
い
ム
己
と
が
屡
々
指
摘
さ
れ
る
。

様
忙
分
離
す
る
と
い
ふ
己
と
は
、
車
に
経
済
的
経
替
に
限
ら
れ
た
事
情
で
は
友
い
、
軍
人
も
役
人
も
同
織
の
事
情
忙
置
か
れ
る
o

p
・r
m
B
E
E
S
-
-
2
れ
る
兵
卒
の
場
合
は
特
異
で
は
あ
る
日
酔
、
例
外
で
は
な
い
。
徹
底
的
な
る
闘
閥
的
訓
棉
と
い
」
要
求
か
ら
そ
り
特
県
性
は
説
明
さ
れ

ε。
卑
俗
た
表
現
主
用
ひ
て
云
へ
ば
、
軍
人
も
役
人
も
月
給
取
で
あ
る
。
ー
ー
ま
た
持
働
者
が
生
産
手
段
か
ら
分
離
さ
れ
て
ゐ
る

d' 

E
と
が
現
代
経
済
生
活
の
一
つ
の
特
徴
を
在
す
と
云
は
れ
る
。
然
し
合
枇
員
と
雌
も
、
勤
務
先
で
使
用
す
る
物
資
は
、
建
物
什
器
よ

り
筆
紙
に
到
る
ま
で
、
凡
で
舎
一
位
財
産
陀
屈
す
る
。
印
ち
、
凡
て
ノ
紹
怪
従
事
者
は
物
的
経
替
手
段
か
ら
分
躍
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
る

る
。
然
し
同
様
の
事
情
は
ま
た
、
軍
隊
や
官
臓
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
。
誰
も
知
っ
て
ゐ
る
遇
り
、
己
と
で
も
剖
望
ん
で
勤
務
に
必

要
な
物
資
は
凡
で
闘

J

家
か
ら
克
行
は
れ
る
。
調
は
ほ
会
私
の
匝
円
か
厳
重
に
行
は
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。

上
記
の
特
徴
は
或
る
程
度
ま
で
近
代
性
を
有
ず
る
。
経
済
的
経
替
の
揚
合
か
う
い
ふ
構
浩
が
近
代
枇
舎
に
と
っ
て
特
徴
的
注
己
と

は
い
ふ
ま
で
も
泣
い
が
、
然
し
軍
隊
・
官
胞
に
つ
い
て
も
、
封
建
枇
舎
に
比
較
し
て
考
へ
れ
ば
、
か
う
い
ふ
構
遣
が
近
代
枇
舎
の
一

つ
の
特
徴
を
な
す
と
と
が
直
ち
陀
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
成
程
、
，
王
樫
制
度
の
下
に
於
け
る
官
僚
は
、
事
賓
は
兎
も
角
と
し
て
、

物
的
経
替
手
段
か
ら
分
離
さ
れ
る
の
を
原
則
と
し
た
。
(
例
へ
は
傭
兵
軍
隊
に
於
て
は
装
備
な
ら
び
に
給
養
は
履
主
の
負
摘
に
於
て
行
は
れ
、
家

臣
白
俸
障
は
王
俣
の
官
鴎
か
ら
給
奥
さ
れ
刷
た
で
あ
ら
う
J

然
し
、
此
の
馳
に
つ
い
て
は
更
陀
突
の
こ
と
が
考
へ
ら
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
。

現
代
企
業
が
百
六
た
介
業
の
組
織
で
あ
呂
と
ぎ
は
周
知
白
事
賓
で
あ
る
。
夫
々
の
従
業
者
が
夫
々
一
定
の
部
署
に
於
て
専
業
的
に

一
定
の
技
能
を
護
持
す
る
己
と
に
よ
っ
て
企
業
会
憾
の
経
替
が
行
は
れ
つ
つ
あ
る
が
、
此
白
揚
合
夫
々
の
従
業
者
は
そ
の
所
興
の
部

近
代
費
本
主
義
紹
掛
の
ご
つ
の
側
面

第
五
十
七
巻

五
五
百
一

第
六
競

ま王

丸



近
代
費
本
主
義
輝
携
の
ご
っ
申
側
面

第
五
十

t
巻

五
五
回

参事
六
掠

ノ、。

署
に
封
し
て
多
か
れ
少
か
れ
専
門
的
修
錬
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
専
門
的
修
銃
白
揚
所
は
先
づ
一
l

出
品
十
佼
」
(
近
代
的
寸
借
校
」
)
で
あ
る

が
、
然
し
必
ヂ
し
も
事
校
で
あ
る
と
と
を
要
し
注
い
。
兎
に
角
、
従
業
員
は
或
は
皐
校
白
卒
業
読
書
・
充
朕
に
よ
り
、
或
は
採
用
試

験
に
於
貯
る
「
趨
性
検
企
」
に
ょ
う
て
、

そ
の
専
門
的
訓
練
の
内
容
を
明
か
に
し
、

そ
の
専
門
的
訓
練
陀
照
巳
て
一
患
の
部
署
に
配

置
芯
れ
る
。
更
に
、
そ
心
部
署
に
於
て
専
用
的
勤
務
能
力
の
一
後
識
と
粧
品
百
へ
の
貢
献
と
忙
腹
じ
て
、
逐
究
民
、
昇
級
又
は
昇
給
せ
し

め
ち
れ
る
。
然
し
、
専
門
的
訓
練
を
も
っ
者
の
官
目
的
分
業
に
於
て
遺
品
百
園
館
会
館
内
一
霊
長
-
行
は
れ
る
と
い
ふ
黙
で
は
、
軍
隊
も

官
腐
も
同
様
で
あ
る
。
軍
隊
に
於
て
も
兵
科
の
国
別
が
あ
り
、
「
計
霊
的
弊
糊
」

ι勤
務
す
る
も
り
『
参
謀
L
)

と
つ
執
行
的
労
働
L

に

勤
務
す
る
も
白
と
D

E
別
が
あ
る
。
ま
た
階
級
の
匝
別
も
八
万
業
ム
」
見
ら
れ
る
側
両
を
も
っ
て
ゐ
る
。
周
知
D
如
〈
、
軍
隊
D
成
員
は

そ
の
誼
性
に
基
い
て
そ
の
属
す
ペ
雪
部
署
が
定
め
ら
れ
、
更
に
そ
の
分
捨
す
ぺ
曹
部
署
忙
癒
巴
て
一
定
の
専
門
的
訓
練
が
、
事
校
叉

は
兵
器
に
於
て
、
奥
へ
ら
れ
る
。
勿
論
そ
の
訓
練
は
そ
の
性
質
上
、
最
も
合
理
的
に
し

Z
H巌
格
で
あ
り
、
此
白
期
に
於
て
園
閥
的

訓
練
一
般
陀
つ
い
て
車
に
そ
白
理
惣
型
で
あ
る
の
み
左
ら
宇
、
更
に
そ
り
一
切
白
も
の
の

P
H
E市
自
年
】

o
a
ω
(
マ
ヅ
タ
ス
・
内
ν
エ

1
バ
1
)

で
あ
る
と
さ
へ
云
は
れ
る
。
勿
論
と
と
で
も
一
階
級
づ
っ
昇
進
す
る
己
と
が
原
別
で
あ
る
。
官
膳
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
例
へ

ぽ
、
国
家
試
験
は
明
か
に
一
定
水
準
の
専
門
的
能
力
の
有
無
の
審
査
で
あ
る
。

h
r
L
童
で
も
な
f
、
此
白
拡
に
つ
い
て
所
調
自
由
任
用
官
吏
は
例
外
を
な
す
が
、
そ
の
中
特
位
性
目
ず
べ
き
は
、
謂
は
ば
最
高
級
白
ー
官
吏
で
あ
る
。

例
へ
ば
苦
闘
に
於
て
闘
務
大
臣
は
輔
弼
の
責
任
を
有
す
る
が
、
恥
〈
の
如
〈
図
院
の
根
植
に
参
奥
し
、
政
情
的
責
任
に
従
ワ
て
蓮
退
す
る
官
吏
に
於
て

は
、
専
門
的
知
識
と
並
ん
で
、
政
治
的
識
且
と
い
ふ
人
格
的
・
精
帥
的
要
素
が
決
定
的
意
義
を
有
ち
、
従
つ
で
そ
の
登
用
は
上
記
と
は
別
白
方
法
に
よ

る
こ
と
が
多
い
巴
明
也
仰
に
か
う
い
ふ
官
吏
に
つ
い
て
は
、
別
個
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
c

専
門
的
訓
練
を
有
す
る
者
の
問
自
分
業
と
い
ふ
構
造
は
、
か
〈
の
如
く
此
等
三
つ
白
圏
慢
に
共
通
し
て
ゐ
る
が
、
か
う
い
ふ
構
造

が
近
代
枇
舎
に
と
う
て
特
徴
的
で
あ
る
と
と
も
見
易
い
と
E
る
で
あ
る
。
経
済
的
経
替
内
部
の
分
業
に
つ
い
て
は
立
入
る
ま
い
。
軍



人
及
び
官
史
に
つ
い
て
は
、
古
代
・
中
世
で
は
、
一
般
に
出
生
及
び
身
分
が
決
定
的
で
あ

ρ
た
。
支
那
D
如
〈
園
出
来
試
験
『
科
翠
」
)

が
行
は
れ
る
揚
合
に
於
て
も
、
試
験
の
内
容
は
専
門
的
知
識
で
は
た
く
、
人
文
的
教
養
に
闘
し
た
。
ま
た
官
吏
及
び
武
臣
の
登
用
・

昇
進
が
健
統
に
従
は
ぬ
揚
合
に
は
、
君
伎
の
寵
臣
民
封
ず
る
恋
意
的
抜
擢
と
そ
れ
へ
の
金
棒
委
任
が
行
は
れ
た
。
此
等
の
吾
々
陀
周

知
の
事
賓
は
、
以
上
の
芥
J
週
特
徴
の
近
代
性
伊
一
一
京
ず
に
充
分
で
あ
ら
う
。

回

軍
隊
・
役
所
・
合
祉
の
三
つ
の
合
理
的
運
笹
に
つ
い
て
、
そ
の
共
通
た
特
徴
を
今
一
歩
進
ん
で
明
か
に
す
る
た
め
に
は
、
己
こ
で

そ
の
相
還
を
明
か
に
し
て
置
く
の
が
便
利
と
思
は
れ
る
。
更
に
そ
の
相
濯
を
一
一
暦
立
入
っ
て
明
か
に
す
る
究
め
に
は
、
勤
務
意
欲
と

も
い
ふ
べ
き
も
の
の
分
析
を
先
づ
試
み
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
が
、

E
E
に
は
便
宜
上
官
吏
D
揚
合
に
つ
い
て
そ
の
精
勤
の
動
機
、

謂
は
ぽ

Z
E四
吉
岡

N
E
P
E
Z
E胃
E
四
を
分
析
す
る
と
と
と
し
よ
う

官
吏
白
精
羽
田
可
柚
な
る
動
機
は
二
一
つ
に
大
別
さ
れ
得
る
と
思
ふ
。
博
一
一
は
、
い
ふ
撃
で
も
な
〈
、
君
閣
に
封
ず
る
忠
勤

mA認
定
あ
る
。
掴
常
「
愛
国

必
」
と
は
伯
、
「
議
忠
報
閣
の
念
」
と
払
い
ふ
言
葉
で
ま
ほ
さ
れ
る
も
白
が
官
吏
四
精
勤
に
謝
し
て
重
要
な
動
機
を
な
す
こ
主
は
、
立
入
つ

C
論
ず
る
支
で

も
な
い
e
勿
締
官
克

m
精
勤
が
専
ら
曲
目
謹
忠
報
岡
申
念
白
み
に
基
〈
場
合
同
考
へ
得
由
わ
け
で
も
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
だ
け
の
熱
意
が
望
ま
し
い
わ
け

で
あ
る
が
、
然
し
現
質
に
於
て
は
、
向
精
勤
白
動
機
と
し
て
他
の
も
の
が
作
用
す
る
場
合
が
考
へ
ら
れ
る
。
印
ち
、
樺
ニ
に
、
詔
俗
的
表
現
を
用
ひ
る
♂

¥
 

と
、
「
女
房
子
供
白
た
め
」
と
い
ふ
動
機
出
勤
務
へ
の
槙
杵
と
し
て
作
用
し
得
る
。
近
代
世
曾
由
一
つ

m
特
徴
之
し
て
門
小
家
旋
」
同

E
M
P
E
r
-とい

ふ
己
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
そ
O

勃
は
兎
も
角
正
し
て
官
吏
に
と
っ
て
家
庭
は
体
護
白
場
所
で
あ
る
。
家
庭
白
生
活
を
出
串
る
だ
け
快
適
に
し
、
日
ワ

家
族
白
勝
tm
も
安
心
田
端
る
で
ヮ
に
し
た
い
と
い
ふ
到
棋
が
、
そ
O
怠
惰
を
普
品
、
勤
務
に
婿
盤
せ
・
し
品
"
の
精
粁
と
な
る
と
い
ふ
と
'
と
は
、
現
買
が
E
う

あ
る
か
は
暫
〈
別
と
し
て
、
考
へ
得
ら
れ
自
己
左
で
は
な
い
。
俸
=
一
に
、
官
車
の
費
絡
は
様
々
白
形
ち
に
於
て
そ
四
個
人
的
白
尊
心
を
満
足
せ
し
品
得
る

が
、
此
白
勢
力
欲
求
の
満
足
と
い
ふ
と
と
が
そ
の
勤
務
の
一
つ
戸
動
棚
と
な
る
場
合
が
あ
る
o
釦
論
、
官
克
が
第
一
白
動
機
か
ら
、
霜
忠
報
開
岨
念
に
燃

え
て
勤
務
に
椅
誕
ナ
る
場
合
、
モ
乙
に
自
我
の
掠
大
、
従
っ
て
言
た
勢
力
欲
卓
白
満
足
が
樺
験
さ
れ
る
。
酷
し
ζ

与
で
い
ふ
勢
力
紙
求
の
満
足
は
、
か
う

い
ふ
崇
高
な
、
生
死
を
ず
ら
越
え
た
、
調
は
ば
絶
謝
な
る
も
の
に
媒
介
さ
れ
た
も
白
で
は
な
い
。
き
て
此
由
意
味
白
勢
力
欲
求
は
大
捜
三
つ
に
分
た
れ
得

近
代
安
本
主
義
組
済
白
ニ
ワ
府
側
面

曲

F
E
十
七
巻

五
五
五

第
/、

就

六



近
代
斐
本
主
義
綿
併
の
二
つ
円
一
側
面

第
五
十
七
巻

五
五
六

第

腕

六一一

-6
で
あ
ら
う
。

ω
官
吏
は
、
命
令
系
統
に
従
て
、
下
僚
及
び
一
般
園
民
に
於
て
服
従
を
見
出
ナ
j

此
の
服
従
は
、
後
に
詳
論
す
る
如
〈
、
私
人
と
し
で

白
常
詰
官
吏
に
捧
げ
ら
れ
る
白
で
は
私
い
が
、
然
し
、
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
自
己
の
指
令
に
劃
し
て
服
従
が
行
は
れ
る
と
い
ふ
事
貨
を
、
調
は
ほ
表
而

的
に
蹄
し
て
、
こ
れ
を
以
て
そ
の
能
力
白
優
越
市
V

霞
左
と
見
る
と
と
は
充
分
可
能
で
る
ス
W
C

仰
上
に
鏡
べ
た
濁
り
、
一
定
水
準
的
専
門
的
技
曲
を
有
つ

も
の
白
み
が
官
吏
た
り
停
る
。
従
っ
て
官
吏
た
る
ζ

と
は
既
に
か
う
い
ふ
専
門
的
技
能
を
も
っ
と
と
の
一
客
観
的
誼
主
で
あ
る
e
此
、
の
こ
と
か
ら
官
車
た
る

こ
と
が
一
ワ
の
名
替
と
さ
れ
将
司
6
0
的
図
民
自
制
害
休
戚
は
屡
々
明
瞭
な
形
ち
に
於
て
官
東
町
一
行
動
に
依
存
す
る
ロ
そ
の
職
業
と
し
て
、
多
数
の
者
の

生
請
に
と
っ
て
決
定
的
な
る
契
機
を
明
瞭
に
管
掌

L
、
然
も
枇
舎
へ
の
明
白
な
る
質
献
に
よ
っ
て
そ
の
才
能

E
確
諮
L
得
る
と
と
が
、
そ
の
勤
務
に
つ
い

て
欣
び
を
抱

f
一
つ
の
一
根
株
た
り
得
る
。

!
i
f
釦
論
と

L
に
分
析
し
た
も
の
は
凡
て
要
素
的
純
型
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
静
コ
一
回
一
同
の
闘
機
が

到
〈
作
用
す
る
も
の
が
、
所
制
「
役
人
風
を
院
か
す
」
「
官
僚
的
な
」
官
克
で
あ
り
、
第
二
の
動
榔
が
彊
〈
第
一
甲
動
槽
が
弱
い
と
こ
ろ
に
は
事
大
主
義

的
な
、
「
官
祉
員
」
と
選
ば
h
H
や
う
な
官
吏
が
生
ず
る
で
あ
ら
う
が
、
新
〈
白
如
〈
夫
々
の
要
素
由
比
重
は
時
と
揚
合
&
民
よ
ワ
て
、
個
性
的
に
も
集
図

的
に
も
、
来
々
契
る
で
あ
b
ぅ
。
現
寛
氏
於
て
は
、
此
等
由
要
素
的
動
機
は
央
々
時
と
場
合
に
よ
っ
て
異
る
比
重
を
も
っ
て
組
合
さ
れ
て
混
在
す
る

k
#

へ
ら
れ
る
。

さ
て
次
に
、
軍
隊
・
役
所
・
舎
一
耐
の
三
つ
の
逗
栓
園
陸
の
相
蓮
を
考
へ
ょ
う
。
明
か
忙
軍
隊
・
役
所
は
岡
家
目
的
の
た
め
建
替
さ

れ
、
合
祉
は
斡
利
目
的
の
た
め
経
替
さ
れ
る
。
勿
論
、
合
祉
が
岡
家
目
的
に
従
つ
で
そ
白
経
替
方
針
を
決
定
す
る
揚
合
は
、
可
能
で

窃

あ
る
と
と
も
に
望
ま
し
い
が
、
と
己
で
は
相
違
を
顕
著
左
ら
し
め
る
た
め
、
既
謹
白
や
う
に
、
持
利
主
義
が
純
特
に
行
は
れ
る
揚
合

を
考
へ
土
う
。
か
う
い
ふ
事
情
は
営
然
絞
替
が
訴
へ
得
ベ
曹
勤
務
者
の
勤
務
の
動
機
に
関
係
す
る
。
軍
隊
・
役
所
忙
於
て
は
勤
務
者

白
設
応
報
園
白
責
務
感
情
民
訴
へ
得
る
。
舎
枇
は
、
上
記
の
留
保
の
下
で
、
一
般
に
か
か
お
責
務
感
情
を
利
用
し
得
た
い
。
寧
る
そ

れ
は
第
二
の
動
機
を
勤
持
へ
の
主
要
た
模
粁
と
し
て
利
用
す
る
。
{
借
料
品
官
の
幹
部
に
於
て
は
|
|
或
る
程
度
ま
で
一
般
傍
働
者
に
於
て
も

1
i

勢
力
欲
求
と
い
ふ
動
械
が
協
働
す
る
で
あ
ら
う
。
)

何
こ
れ
主
関
聯
し
て
軍
隊
や
官
臓
の
同
定
俸
給
制
が
考
へ
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
。
品
問
枇
に
於
て
も
同
定
給
料
制
Mm
取
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
掠

L
、
そ
こ
で

は
賞
興
が
或
る
程
度
ま
で
利
潤
配
首
の
意
味
を
も
ヮ
。
と
こ
ろ
で
軍
事
組
織
や
世
拍
組
軸
に
恥
て
も
、
古
代
宇
中
世
に
於
で
は
、
種
V

D
桓
梼
一
問
権
益



/
 

(
例
へ
ば
封
地
)
や
官
そ
四
も
白
(
例
へ
ば
引
出
物
)
が
競
駒
田
手
段
と
じ
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
よ
〈
知
ら
れ
た
事
貨
で
あ
る
e

「
徳
さ
か
ん
な
る
は

官
を
き
か
ん
に
し
、
噛
さ
か
ん
な
る
は
貨
を
言
か
ん
に
す
る
」
と
い
ふ
言
葉
が
あ
る
が
、
近
代
に
於
け
る
胡
勢
の
報
償
は
馨
る
し
〈
物
質
的
色
彩
を
棄

て
た
と
一
再
へ
よ
A
J
C

い
ふ
ま
で
も
た
く
上
記
白
相
症
は
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
サ
に
E
れ
と
並
ん
で
章
一
室
資
質
的
制
刑
事
長
べ
た
い
。
先
づ
外
面

的
危
E
と
h
ら
絞
べ
よ
う
。
園
練
成
員
の
行
動
の
基
準
が
、
そ
の
閣
暗
に
同
有
左
要
求
に
薬
づ
い
て
宮
島
皆
目
話
回
さ
れ
て
ゐ
る
か

ど
う
か
、
ま
た
何
ら
か
の
寸
法
典
」
が
編
纂
坦
れ
て
ゐ
る
と
す

h
ぽ
、
そ
れ
は

E
う
い
ふ
性
質
主
有
す
る
か
、
此
白
賭
に
つ
い
て
軍

隊
-
役
所

v

・
品
目
枇
は
明
抽
出
在
相
違
bz
一
不
す
。
先
づ
明
か
v
t
a
曾
枇
は

一
般
に
バ
従
業
員
の
行
動
の
基
準
を
品
目
枇
凋
自
の
視
鞘
か
ら
成

文
法
化
ず
と
い
ふ
と
と
は
殆
ん

E
し
狂
い
。

と
れ
忙
つ
い
て
は
上
に
綾
ペ
た
事
情
も
そ
白
一
つ
の
原
因
と
考
へ
ら
れ
上
う
。
ま
た
、

利
徒
主
得
る
た
め
に
は
刻
々
白
鑓
化
を
敏
捷
陀
然
も
資
質
的
忙
利
用
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
と
い
ヨ
ふ
と
と
が
行
動
の
形
式
的
類
型
化
を
無
意

義
た
ら
し
め
呂
と
い
ふ
草
情
も
考
へ
ら
れ
上
ろ
。
士
た
、
行
動
を
形
式
的
に
類
型
化
し
て
異
質
的
託
行
動
を
異
質
的
た
主
主
秩
序
づ

け
る
必
要
が
乏
し
く
、
決
定
的
に
貫
要
た
の
は
阿
質
的
社
数
量
と
し
て
総
和
さ
れ
得
る
行
動
白
結
果
だ
け
で
あ
る
と
い
ふ
事
情
も
あ

ら
う
。
何
れ
に
せ
上
向

E

E
で
は
官
臓
に
於
け
る
や
ろ
た
行
動
の
形
式
的
類
型
化
は
殆
ん

E
行
は
れ
や
、
行
動
は
錦
記
を
越
し
て
数

量
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
合
祉
は
常
識
の
臨
機
麿
鑓
の
活
用
差
専
門
的
才
能
(
生
産
技
術
・
曾
計
技
措
な

r
k於
け
る
)
の
正
確
た
運
用
と

を
物
質
的
報
償
の
賦
興
に
よ
っ
て
期
待
す
る
の
で
あ
る
。

い
ふ
圭
で
も
友
〈
、
そ
の
行
動
白
基
準
と
し
て
形
式
合
理
的
た
る
近
代
成
文
法
在
、

と
れ
に
針
し
て
官
官
民
は
、

一
般
国
民
と
共
に

持
ち
、

そ
の
行
動
は
、
時
と
し
て
杓
子
定
規
と
呼
ば
れ
る
ほ
H

と
に
、
此
白
法
俸
の
規
定

ι束
縛
さ
れ
る
。
然
し
、
軍
隊
も
亦
、
そ
白

調
自
の
要
求
に
恭
づ
い
て
軍
人
の
行
動
の
碁
準
を
柑
系
化
し
て
ゐ
る
。
操
典
が
即
ち
己
れ
で
あ
る
。
雨
者
は
、

一
般
国
健
成
員
に
公

一
不
さ
れ
た
行
副
の
禁
中
た
る
献
に
於
て
、
前
は
ぽ
「
知
ら
し
む
べ
か
ら
す
、
依
ら
し
む
べ
し
、
」
で
は
た
く
、
「
知
ら
し
む
べ
し
、
行

近
代
費
本
主
義
組
桝
の
一
つ
の
側
面

第
五
十
七
番

王
五
七

第
ア言

説

六



遅
代
資
本
主
義
経
済
の
二
つ
の
側
面

五
五
日
叫

六
回

第
五
十
七
巻

第
六
掛

¥
 

は
し
む
ペ
し
止
を
精
神
と
す
る
結
に
於
て
、
計
書
的
忙
慢
系
的
に
編
纂
さ
れ
、
統
一
的
関
聯
を
以
て
成
員
全
憶
の
行
動
が
行
は
れ

る
の
に
役
立
つ
離
に
於
て
、
確
か
に
共
通
す
る
側
面
を
も
っ
て
ゐ
る
。
然
し
、
他
国
に
於
て
爾
者
の
聞
に
は
可
成
瀬
著
な
相
違
が
が

る
。
操
典
は
、
例
へ
ば
執
銃
動
作
の
や
う
在
、
成
員
(
個
人
又
は
部
隊
)
の
個
々
白
行
動
を
規
格
化
す
る
た
め
の
規
定
を
含
む
で
ゐ
る
。

と
の
や
う
た
部
分
に
つ
い
て
は
暫
〈
度
外
践
し
よ
う
。
此
の
部
分
E
暫
〈
措
い
て
考
へ
る
と
、
操
典
が
含
む
規
定
は
著
し
〈
形
容
詞

比
官
-
み
、
闘
力
的
で
あ
り
、
そ
の
趨
用
を
行
動
営
事
者
自
明
判
断
専
行
的
た
判
断
に
委
ね
た
部
分
が
多
い
。
(
「
敵
-
二
世
姐
+
パ
中
隊
長
A

、

好
機
ι
乗
ジ
或
ハ
自
ラ
突
撃
ノ
動
作
ヲ
作
震
シ
尭
摩
ヲ
敢
行
ス
ペ
ジ
」
)
。
要
す
る
に
法
律
皐
者
の
所
謂
「
普
通
傑
項
」
で
あ
り
、
目
的
の
明
示

で
あ
る
。
と
れ
に
謝
し
て
「
法
律
」
は
、
最
近
の
鑓
化
を
暫
〈
別
と
す
れ
ば
、
概
念
法
墜
と
か
、
形
式
法
壊
と
か
、
解
皿
作
法
壊
と
か

い
ふ
言
葉
が
一
京
ず
や
う
に
、
限
定
主
義
主
特
徴
と
す
石
。
即
ち
、
比
D
揚
合
D
規
定
は
、
遁
用
者
が
能
ふ
限
り
怒
意
を
混
へ
る
と
と

たし時意ゆど机務事由
晴元は葉

濯
に
基
づ
く
。
軍
隊
は
何
よ
り
も
。
迅
速
機
敏
怠
る
行
動
を
要
求
す
る
。
多
種
多
様
寝
苦
下
に
於
け
る
迅
雲
行
動
は
将
卒
の
澗
ヰぃ

断
専
行
を
必
要
と
す
る
。
行
動
の
円
的
乃
至
精
神
を
示
ず
に
止
め
、
個
々
の
揚
合
に
於
け
る
具
棺
的
適
用
を
行
動
営
事
者
の
判
断
に
とu

 
a
 

e
 

h
 

如白知周

在
く
、
規
定
そ
の
も
の
陀
基
づ
い
て
一
義
的
・
自
働
的
・
燐
械
的
に
庭
理

L
得
る
E
と
を
目
標
と
し
て
構
成
せ
白
れ
る
の
で
あ
る
。

(
却
論
曲
目
目
標
は
完
圭
に
は
謹
成
し
難
じ
と

z
b
で
比
D
相
違
は
何
に
基
づ
く
か
。
明
か
に
軍
隊
と
官
騰
と
の
間
の
蓮
皆
目
的
D
相

委
ね
る
白
は
、
か
う
い
ふ
必
要
に
基
づ
く
と
思
は
れ
る
。
己
れ
に
封
し
て
官
臓
の
荷
動
は
正
確
と
会
平
、
謂
は
ば
法
的
安
定
性
を
そ
の

目
標
と
す
る
ロ
趨
用
常
事
者
の
濁
断
は
出
来
る
だ
け
排
除
せ
ね
ば
友
ち
ね
。
近
代
成
文
法
の
形
式
合
理
的
性
格
は
官
臓
の
此
の
無
私

、
的
建
替
と
い
ふ
要
求
陀
熔
や
る
も
白
で
あ
る
。
官
聴
比
於
て
、
管
掌
白
分
権
『
樺
限
」
)
が
買
に
厳
重
に
行
は
れ
る
と
と
も
に
、
ま
た

一
切
白
事
務
を
凡
て
文
書
的
に
底
哩
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
ち
る
E
と
も
、
同
様
の
要
求
に
基
く
と
思
は
れ
加
。
勿
論
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
「
繁
文
縛
踏
」
の
批
難
や
守
口
廊
事
務
の
簡
素
化
」
の
要
求
を
斥
貯
る
b
け
で
は
た
い
。
士
一
党
、
最
近
に
於
け
る
立
法
目
的
の

1) 



明
示
や
普
遍
俸
項
白
増
大
の
傾
向
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
合
理
的
運
営
の
型
と
し
て
は
、
迅
速
よ
り
も
寧
ろ
法
的
安
定
性
を

重
腕
ず
る
「
官
臓
」
の
型
も
、
機
敏
在
行
動
を
重
腕
ず
る
「
軍
隊
」
の
型
も
可
能
で
あ
り
、
現
貨
の
官
臓
が
機
敏
左
合
理
的
運
替
の

た
め
そ

D
国
有
の
色
彩
を
棄
て
て
「
軍
隊
」
白
型
に
接
迂
す
る
と
い
ふ
と
と
も
営
然
あ
っ
て
然
る
べ
き
と
と
で
あ
る
。
然
し
可
能
た

型
白
相
遣
を
純
粋
明
療
に
見
透
し
て
置
く
己
と
は
、
現
貨
の
複
雑
在
揚
合
を
遡
確
に
分
析
す
る
た
め
に
有
用
で
あ
る
。
此
白
意
味
に

於
て
上
記
白
捷
化
は
暫
〈
度
外
硯
し
て
議
論
を
進
め
た
い
。

ー

も

、

.

.
 、
、
、
、
、
、
、

筒
以
上
に
関
聯
し
て
闘
世
査
慢
の
遅
替
目
的
自
異
質
的
分
岨
白
程
度
由
利
謹
と
い
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
o
却
ち
、
此
の
運
替
目
的
の
異
質
的
分
岐

。
程
度
に
よ
っ
て
合
理
的
湿
替
の
型
が
或
&
程
度
ま
で
影
響
さ
れ
る
と
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
企
業
白
場
合
に
は
、
建
替
目
的
は
利
潤
で
畠
り
、
貨
幣
と

い
ふ
計
算
単
位
に
よ
っ
℃
凡
て
が
同
質
化
さ
れ
て
ゐ
る
@
此
白
揚
告
に
は
異
質
的
分
岨
の
程
度
は
最
も
乏
し
い
。
岡
家
の
場
合
に
は
、
此
白
地
上
白
事

柄
に
し
て
困
寵
目
的
四
割
象
と
な

b
な
か
っ
た
も
由
は
な
い
と
云
は
れ
る
宮
で
、
会
申
謹
傍
目
目
的
は
雑
多
で
あ
り
、
馬
種
の
改
良
か
ら
古
代
事
術
白

保
護
に
ま
で
且
ん
で
ゐ
る
。

-h
う
い
ふ
雑
多
な
目
的
が
あ
る
揚
合
、
賃
質
的
に
統
一
的
な
原
則
乃
耳
慣
値
観
貼
か
ら
し
て
、
合
画
的
目
、
そ
の
砲
重
を

定
品
る
と
と
は
、
如
何
陀

L
て
可
能
で
島
与
今
品
。
品
開
諦
そ
白
可
能
性
は
時
と
場
合
と
に
よ

mJ
相
官
に
醐
開
化
す
る
。
然

L
一
般
的
に
云
へ
ば
、
合
理
的

な
比
重
設
定
自
統
一
的
視
備
は
貨
質
的
に
は
求
品
難
い
。
比
由
意
味
に
於
て
官
臨
白
蓮
轡
目
的

(
a
p
t
-
Z
2月
九
)
の
異
質
的
分
岐
白
程
度
は
、
時
と

場
合
に
よ
っ
て
相
官
大
巾
に
到
〈
に
せ
よ
、
兎
に
角
一
般
に
は
最
も
大
き
い
と
云
へ
ょ
う
。
軍
隊
。
場
合
に
は
、
金
障
の
運
替
を
構
成
す
る
個
々
。
行

動
に
つ
い
て
、
そ
由
比
重
を
定
品
る
こ
・
と
は
、
事
柄
が
重
大
な
だ
け
に
、
慎
重
色
決
断
と
を
同
時
に
必
要
と
し
、
此
白
一
貼
に
大
き
な
閑
難
を
伴
ふ
。
然

し
此
の
場
合
に
は
官
麟
・
と
異
な
る
事
情
が
あ
る
。
偶
恋
敵
闘
と
し
て
に
せ
よ
、
現
質
白
交
戦
闘
唱
と
し
て
に
せ
よ
、
兎
に
角
敵
軍
が
奥
へ
ら
れ
る
な
b

ば
、
此
の
敵
草
を
制
墜
す
る
と
と
が
軍
除
。
建
替
の
目
標
と
な
り
、

ζ
h
A
に
個
々
白
行
動
白
髄
重

E
合
理
的
に
判
断
サ
ベ
き
統
一
的
現
駄
が
貨
質
的
に

奥
へ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
勿
論
、
恨
想
敵
闘
由
設
定
・
敵
放
の
判
断
・
戦
闘
極
過
の
現
想
は
何
れ
も
困
難
で
ち
る
が
、
指

L
、
兎
に
角
、
合
理
的
判

断
白
基
準
は
存
し
得
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
hw
で
ほ
か
う
い
ふ
事
情
は
合
理
担
的
替
回
型
に

E
う
影
響
す
る
か
。
先
づ
断
定
的
に
云
ひ
得
る
こ
と
は
、
謹
臨
盲
目
的
の
異
質
的
分
岐
の
桂
度
出
乏

し
け
れ
ば
乏
し
い
程
、
個
々
由
行
動
り
髄
重
出
統
一
的
な
槻
掛
か
ら
合
理
的
に
判
断
し
易
け
れ
ば
晶
い
程
、
建
替
白
合
理
化
は
l
l
h仙
の
事
情
比
し
て

一
様
な
る
限
り
l
1
J迅
速
に
行
は
れ
る
と
い
ふ
と
と
で
あ
る
。
如
何
な
る
方
向
に
合
理
化
を
行
ふ
べ
き
か
が
そ
れ
だ
け
明
瞭
に
一
本
吉
れ
る
払
ら
で
あ
申

近
代
費
本
主
議
髄
演
の
こ
っ
の
側
面

第
五
十
七
巻

五
五
丸

第
六
韓

六
五



第
五
十
セ
巻

る
。
更
に
戦
争
は
集
園
田
生
死
を
賭
し
て
の
闘
宇
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
合
理
化
へ
白
磁
い
街
力
と
じ
て
も
作
用
す
る
。
戦
争
E
合
理
化
へ
白
最
大

白
街
カ
の
一
っ
と
見
る
見
僻
(
例
へ
ば
P
品

1
バ
1
)
も
曲
目
意
味
で
首
肯
し
得
ら
れ
る
。
と
れ
に
謝
し
で
迩
瞥
目
的
の
典
質
的
分
岐
回
程
度
が
甚
し
い

L

こ
ろ
で
は
、
他
白
事
情
を
度
列
潤
し
て
云
へ
ば
、
一
般
に
合
理
化
が
困
難
と
な

p
、
停
統
白
支
配
力
出
そ
れ
だ
け
盟
主
る
こ
と
誌
な
る
。
官
臨
討
中

と
も
す
る
と
保
守
附
傾
向
を
合
恥
易
い
理
曲
目
一
つ
が
ζ

L

に
あ
一
る
と
考
へ
ら
れ
ぬ
で
あ
ら
う
酌
巴

真
に
蓮
静
岡
値
目
成
員
が
、
自
己
の
専
門
的
部
暑
に
於
け
る
機
憶
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
回
世
全
鶴
田
翠
脅
目
的
に
謝
し
て

rう
い
ふ
放
呆
を
も
っ
恥
、

を
計
算
す
る
場
合
、
そ
の
謹
轡
目
的
自
異
質
的
分
岐
が
甚
だ
し
い
な
ら
ば
、
そ
由
設
呆
白
計
算
は
そ
れ
古
け
困
難
で
あ

p
、
主
灘
的
と
な
り
易
い
e
従

っ
て
か
う
い
ふ
と
と
ろ
で
は
、
個
々
の
成
買
に
劃
し
て
自
由
な
列
断
に
基
〈
行
動
を
許
ナ
己
と
お
な
る
&
、
時
に
は
個
々
の
部
分
の
行
動
が
互
に
割
立

的
に
な
る
場
合
さ
へ
起
り
、
規
律
と
統
一
と
を
も
っ
た
閤
世
金
値
目
合
理
的
運
替
は
期
待
L
難
い
ζ

・6
L
な
る
。
従
っ
て
闘
控
岳
世
を
骨
理
的
に
題
管

ず
る
た
め
に
は
、
間
車
る
だ
け
殿
震
に
個
々
の
部
分
自
行
動
白
範
闘
を
計
費
的
に
限
定
し
て
置
〈
こ
止
が
晶
表
・
と
な
る
ぞ
上
自
の
如
〈
官
蹴
壷
掛
町
担

僻
目
的
は
着
る
し
〈
異
質
的
に
分
岐
し
て
ゐ
る
目
、
払
う
い
ふ
事
情
出
耀
限
原
則
自
徹
底
・
自
由
な
判
断
。
抑
制
と
い
ム
官
臨
特
有
白
畑
向
。
圃
由
と

し
て
考
へ
ら
れ
自
で
る

b
う
か
。
真
に
重
た
、
例
へ
ば
現
在
白
や
う
に
困
肋
目
的
乃
至
職
争
目
的
計
図
家
活
動
白
中
勺
廊
倒
的
意
義
を
も
っ
て
車
た
場

合
、
従
っ
て
そ
白
異
質
的
分
肢
白
程
度
が
芝

L
〈
な
っ
て
車
た
揚
骨
、
か
う
い
L
制
限
を
稜
相
す
る
こ
&
は
、
単
に
必
要
で
あ
る
の
品
で
な
〈
、
今
銃
~

ベ
た
事
情
か
ら
可
能
に
も
な
っ
て
燕
る
と
考
へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
ラ
か
。

上
誌
の
事
情
に
つ
い
て
は
向
政
治
的
側
面
白
考
察
も
可
能
で
あ
る
。
然
し
と
込
に
は
立
入
ら
な
い
。
以
上
田
中
う
な
事
情
が
軍
隊
・
官
臨
・
企
業
白

合
理
的
運
普
の
型
の
相
違
の
理
解
に

E
E
玄
で
役
立
っ
か
。
割
論
此
の
型
の
相
違
に
つ
い
て
は
上
に
鏡
ベ
た
以
外
の
事
情
で
向
考
へ
併
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

も
甲
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
か
う
い
ふ
貼
で
以
上
白
話
明
は
必
ず
し
も
完
全
で
は
な
い
が
、

ζ

与
に
は
こ
れ
だ
け
白
と
と
を
記
し
で
今
後
の
思
索
に
備
へ

4

で
置
き
度
い
。

近
代
費
本
主
義
経
済
昭
二
つ
白
側
面

豆
大

O

第
六
競

六
ム
ノ、




